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１ 計画策定の趣旨 

狭山市教育委員会では、平成１９年９月に策定した「狭山市立小・中学校の

規模と配置の適正化に関する基本方針」のなかで、入曽地区については、まず

は小学校１校の廃止に向けて取り組む方針を示した。 

統廃合に関しては、学校の持つ地域的意義を考慮し、十分に地域住民の理解

と協力を得る必要があるため、児童の保護者の代表、自治会長、小学校長等で

組織する入曽地区学校統廃合検討協議会を設置し、統廃合の是非も含め、具体

的な検討を進めてきた。その結果、入間小学校を廃校とする内容の「入曽地区

の小学校の統廃合に関する計画」（提言書）がまとめられた。 

本計画は、この提言を基に、狭山市教育委員会として、入曽地区の小学校の

統廃合に関する具体的な内容をとりまとめたものである。 

 

２ 入曽地区の小学校を取り巻く状況 

 

1,258

861

693
622 605

509 450
391 373

360 329
314 309

1,192 1,151

1,315 1,294
1,205

797
708

623 562 538
495 474

496

1,102

1,579

1,736

1,419

1,049

849
772

678

557 521 530 514

746
869 789

515 478
421

355 352 344 312 327

767

891

754 673

570
459 447

367 308

2,450

3,114

4,333

4,521

4,785

3,761

3,239

2,880

2,538
2,266

2,136 1,997 1,954

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

S49 S51 S54 S57 S58 S63 H3 H6 H9 H12 H15 H18 H21

人

入間小 南小 山王小 入間野小 御狩場小 合計

児童数の推移 



３ 

 

  学級数の推移 

 S49 S51 S54 S57 S58 S63 H3 H6 H9 H12 H15 H18 H21 

入間小 ３１ ２１ １８ １８ １８ １４ １３ １２ １２ １２ １２ １２ １２ 

南小 ３０ ２８ ３３ ３３ ３０ ２２ ２１ １９ １８ １７ １５ １６ １６ 

山王小 － ２９ ３７ ４１ ３４ ２８ ２４ ２２ ２０ １８ １７ １８ １７ 

入間野小 － － ２０ ２２ ２１ １５ １６ １３ １２ １２ １２ １１ １１ 

御狩場小 － － － － １９ ２４ ２２ ２０ １８ １４ １４ １２ １２ 

合 計 ６１ ７８ 108 114 122 103 ９６ ８６ ８０ ７３ ７０ ６９ ６８ 

※特別支援学級の数は含まれていない。 

 入曽地区の児童数は、昭和５８年をピークに減尐を続け、平成２１年には、  

ピーク時に比べて約５９％減尐している。 

学級数も、昭和５８年をピークに減尐を続け、平成２１年には、ピーク時に

比べて約４４％減尐している。 

 

児童数・学級数推計表 

309 (10) 297 (10) 278 (10) 275 (10) 263 (10) 269 (10) 272 (10)
12 (2) 12 (2) 11 (2) 11 (2) 11 (2) 11 (2) 11 (2)
496 (5) 495 (5) 490 (5) 488 (5) 466 (5) 459 (5) 423 (5)
16 (1) 16 (1) 16 (1) 15 (1) 15 (1) 15 (1) 13 (1)
514 496 480 463 465 442 428
17 17 16 14 14 14 13
327 332 312 322 328 302 294
11 11 11 12 12 12 12
308 291 303 287 293 266 270
12 12 12 12 12 11 11

1954 (15) 1911 (15) 1863 (15) 1835 (15) 1815 (15) 1738 (15) 1687 (15)
68 (3) 68 (3) 66 (3) 64 (3) 64 (3) 63 (3) 60 (3)

(注１） 上段は児童数、下段は学級数で、(  ）内は、特別支援学級で外数である。

(注２)　１・２年生は１学級３５人、３～６年生は１学級４０人で学級数を算出している。

(注３)　この推計表は、平成２１年５月１日現在の年齢別人口を基に児童数・学級数を推計し、翌年度以降、年齢を１歳ずつ進行させて

　　  作成させたものであり、社会増減等の要因は加味していない。

(注４)　平成２１年度は実績である。

H27H24

入間小学校

H21 H22 H23

合　　計

H25 H26

南小学校

山王小学校

入間野小学校

御狩場小学校

上記推計表における平成２１年と平成２７年との対比では、児童数は２６７人 

減尐し、学級数は８学級減尐することが予想されている。 

また、入間野小学校では、すでに単学級（１学年１学級）の学年が生じてお

り、入間小学校では平成２３年から、御狩場小学校では平成２６年から、単学

級の学年が生じることが予想されている。 

このように、入曽地区の小学校では小規模校化1 が進行しており、今後の人口

動向からみても、小規模校化は更に進行することが予想されている。 

                                                   
1 文部科学省では、５学級以下を過小規模校、６～１１学級を小規模校としている。 
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３ 小規模校の特徴 

小規模校のメリット・デメリットとして、一般的には次のようなことがいわ

れている。 

 

（１）小規模校のメリット 

 校長や教頭に限らず、教職員全員が全校の児童の氏名や性格等を掌握し

やすく、児童も担任以外の教職員と面識を持ちやすく、学校としての 

一体感が生まれやすい。 

 特別教室・体育館・校庭（運動場）等の利用に比較的余裕があり、授業

や行事等を臨機応変に行いやすい。 

 クラス替えが限られたものとなることから、クラスの一体感が強くなり、

より親密な人間関係が生まれる。 

 運動会等の学校行事で、一人一人の児童が活躍する場を多く設定できる。 

 学年間の交流や合同行事を行いやすくなり、児童の全校的な交流が深ま

る。 

 教職員の人数が尐ないため、教職員間の連絡調整等をより迅速に行うこ

とができる。 

 教職員と保護者とのつながりや保護者間のつながりが、より密となり、

相互の信頼・協力関係が強まる。 

 

（２）小規模校のデメリット 

 クラス数が尐ないため、クラス間で切磋琢磨して、集団としてのルール

を学び、向上しようとする意欲やたくましさが育ちにくくなる。 

 クラスのリーダーや人間関係が固定化し、人との関わりのなかで多様な

ものの見方、考え方に触れる機会が尐なく、多様な人間関係をつくる力

が育ちにくい。 

 単学級の場合、授業の内容や指導の向上に向けて、同学年のクラス担任

と相互に協力し、検討協議するという機会がなくなる。 

 クラス替えが限られたなかでのものとなることから、クラス内に人間関

係などで問題が生じても、クラス替えにより問題の解決を図ることが難

しくなる。 

 運動会で実施できる種目に限りがあり、対抗戦の相手も尐なく、学校 

行事に盛り上がりを欠く。 

 指導教員や参加児童数の面で、クラブ活動の種類が制限され、児童の 

希望に応じにくくなる。 



５ 

 

 学校の規模の大小にかかわらず、一定の校務を処理する必要があるが、

教職員の数が尐ないと、一人の教職員が担当する校務が増え、その分、

授業の準備等に充てる時間が尐なくなる。 

 空き教室が多くなることにより、人の出入りの尐ないスペースが増え、

その分、防犯や安全上の対応がより必要になってくる。 

 保護者の数が尐ない分、ＰＴＡ・保護者会の役員を選出しにくくなり、

同じ人が何度も役員を務めざるを得ない状況も生じ、また、ＰＴＡ・保

護者会活動や学校行事等における保護者の負担も増える。 

 

４ 学校の規模と配置の適正化 

小規模校にはメリット・デメリットの両面あるが、児童数の減尐による小規

模校の増加が見込まれるなかで、学校の活力を維持・発展させるためには、  

一定の学校規模2 を確保する必要があると考える。 

適正規模を確保するための方策としては、学校統廃合又は通学区域の拡大が

考えられるが、いずれの場合も適正配置の観点から、通学距離が国の基準の範

囲内3 であることが求められる。 

入曽地区の小学校の場合、将来的な児童数の減尐により、小規模校及びそれ

に近い規模の学校が隣接することが予想されるため、通学区域の拡大について

は難しい面がある。したがって、学校施設の老朽化の視点も踏まえ、統廃合に

より学校の規模と配置の適正化を図ることが妥当と考える。 

 

５ 統廃合の内容 

（１）統廃合の方法 

児童数の減尐、学校施設の老朽化及び入曽駅東口地区のまちづくり4 の 

視点から、入間小学校を廃止し、平成２３年４月に入間野小学校及び南小

学校の各校に編入統合する。 

                                                   
2  狭山市教育委員会が策定した「狭山市立小・中学校の規模と配置の適正化に関する基本

方針」では、小学校の適正規模を、各学年３～４学級（全学年合計１８～２４学級）とし

ている。 

3  通学距離の基準は、法令上、小学校はおおむね４km以内、中学校はおおむね６km以内と

されている。（義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令第４条第１項第

２号） 
4 入曽駅東口土地区画整理事業については、平成２１年度に都市計画決定を、また、平成

２２年度には県知事の認可を得て、事業計画の決定を予定している。事業において、駅前

広場、道路及び公園などを整備するためには、入間小学校の土地の活用が不可欠である。 
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なお、入曽地区の他の１校の小学校の廃止5 については、今回の統廃合後

の児童数の動向等を踏まえたうえで、あらためて検討する。 

 

（２）通学区域の見直し 

統廃合に伴う入間小学校の通学区域については、適正規模及び学校の施

設規模、自治会単位、中学校区の視点を基に、保護者の意向を踏まえたう

えで、「資料１」のとおり、南入曽自治会（現在、入間小学校の通学区域に

なっている区域）、第五区自治会及び第七区自治会の各区域を入間野小学校

の通学区域に編入し、入曽中央自治会及び第九区自治会の各区域を南小学

校の通学区域に編入する6。 

 

【入間小学校ＰＴＡアンケート調査結果】 平成１９年１０月実施 

～ 統合後に希望する通学先 ～ 

 山王小 南小 入間野小 無回答他 

四区（南入曽） ６ ０ １７ １０ 

五 区 ０ ０ ４ ２ 

六区（入間中央） ３ ５ ３ ７ 

七 区 １ １３ ４２ ９ 

九 区 １ ４９ １ ９ 

学区外 １ ３ ２ １ 

 
 

統合校の学年ごとの児童数・学級数（平成２３年度推計） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 特別支援 計 

南小学校 
児童数 ９９ ９７ １０７ ９４ １２４ ９１ １５ ６２７ 

学級数 ３ ３ ３ ３ ４ ３ ３ ２２ 

入間野小学校 
児童数 ６１ ６４ ８３ ９３ ９０ ７７ － ４６８ 

学級数 ２ ２ ３ ３ ３ ２ － １５ 

※１・２年生は１学級３５人、３～６年生は１学級４０人で学級数を算出している。 

※ピーク時の学級数（南小学校３３学級・入間野小学校２２学級） 

 

                                                   
5  狭山市教育委員会が策定した「狭山市立小・中学校の規模と配置の適正化に関する基本

方針」では、入曽地区内で廃止の検討が必要な学校数は、小学校２校及び中学校１校とし

ている。 
6  入間野中学校及び入間中学校の各通学区域と同じになる。 
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統合後の児童数・学級数推計表 

 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 

南小学校 
612 (15) 
19  (3) 

613 (15) 
19  (3) 

582 (15) 
18  (3) 

573 (15) 
18  (3) 

538 (15) 
18  (3) 

入間野小学校 
468 
15 

472 
16 

475 
16 

457 
16 

451 
16 

(注１） 上段は児童数、下段は学級数で、(  ）内は、特別支援学級で外数である。 

(注２) １・２年生は１学級３５人、３～６年生は１学級４０人で学級数を算出している。 

(注３) この推計表は、平成２１年５月１日現在の年齢別人口を基に児童数・学級数を推計し、翌年度以降、年齢を 

１歳ずつ進行させて作成させたものであり、社会増減等の要因は加味していない。 

 

（３）通学路 

① 通学路の安全対策 

統廃合に伴う入間小学校の通学区域の見直しに際して、「資料２」のと

おり、通学路の改善要望に対して安全対策を講じる。 

また、入間野小学校の通学区域については「資料３－１」のとおり、

南小学校の通学区域については「資料３－２」のとおり、人的対応も含

めた市としての通学路の整備を実施する。 

なお、とくに必要が認められる箇所には、「安全誘導員」を各箇所に１

名ずつ配置することにより、通学児童の安全確保の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

② 統合後の通学ルート 

    入間小学校の児童の統合後の通学ルートについては、入間野小学校の

通学区域は「資料４－１」のとおり、南小学校の通学区域は「資料４－

２」のとおりとする。ただし、今後の道路の整備状況等を踏まえ、平成

２３年４月の統合の時期まで、通学ルートについては柔軟に対応する。 

 

（４）統合先小学校の環境整備 

統合先の小学校については、入間野小学校は「資料５」のとおり、南小

学校は「資料６」のとおり、学校の施設や運営等の意見要望に対して、   

必要な対策を講じる。 

 

① 学校施設の整備 

統合先の入間野小学校及び南小学校では、入間小学校から編入してく

 

・市で実施予定の通学路の安全対策～入間野小学校通学区域⑰ 

・市で実施予定の通学路の安全対策～南小学校通学区域② 

・市で実施予定の通学路の安全対策～南小学校通学区域⑪ 

 

安全誘導員配置箇所（計３箇所） 
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る児童の受け入れに向けて、さらなる学校施設の改修等を行い、より充

実した教育環境の整備を図る。 

 

学校統廃合事業における主な施設整備計画 

 
南小学校 入間野小学校 

平成２１年度 平成２２年度 平成２２年度 

廊下の塗装 
 

○ ○ 

教室の照明設備の改修 ● 
 

○ 

教室にインターフォンを設置 ● 
 

○ 

教室内にコンセントを増設 ● 
  

電気容量の増設 ● 
  

階段の下り側にも手すりを設置 ● 
 

 

プールの塗装 ○ 
 

○ 

プールのろ過機の改修 ○ 
 

○ 

プールの更衣室の改修 ○ 
 

○ 

１）耐震補強工事…入間野小学校は平成１９年度、南小学校は平成２０年度に実施済み。 

２）冷暖房工事…入間野小学校は平成２０年度、南小学校は平成２１年度に実施済み。 

３）トイレ改修工事…入間野小学校は平成２３年度、南小学校は平成２４年度に実施予定。 

４）●は工事実施済み、○は工事実施予定。 

 

② 特別支援学級 

入間小学校「風の子学級（知的障害、自閉・情緒障害）」の廃校に伴い、

南小学校「わかば学級」は、既設の自閉・情緒障害学級に加えて、知的

障害学級も併せて設置する。さらに、近隣の小学校にも新たに特別支援

学級を設置する。 

なお、入間野小学校については、施設規模の観点から、統合後も特別

支援学級は設置しない。 
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×は計画なし、●は既設、○は平成２３年度新設予定 

 

③ 学童保育室 

 入間野小学校の児童が利用している学童保育室は、学校の敷地内に

現在設置されているが、同敷地内に１か所増設する。 

 南小学校の児童が利用している学童保育室は、現在の第四児童館か

ら南小学校の校舎内に移転するとともに、入間小学校からの児童も

受け入れられるよう拡充を図る。 

 入間小学校の児童が利用している学童保育室（入間学童保育室「南

入曽４２７－１」）は、統廃合を機に廃室とする。 

※平成２３年度整備予定 

 

④ 学校運営 

 入間小学校の備品類については、学校間相互で協議したうえで選定

を行い、統合先の小学校でも引き続き活用するものについては、専

門業者に運搬を依頼する。 

 児童の指導に遺漏のないように、統合当初３年間は、市費採用の非

常勤講師を増員する（統合初年度は３人）。 

 入間小学校から入間野小学校及び南小学校の各校にそれぞれ編入す

る児童の名札及び学年帽（水泳帽含む）は、市から支給する。（体育

着及び上履きは支給しないが、買い替えの時までは入間小学校の規

格のものを使用できることとする。） 

 

 

 自閉・情緒障害学級 知的障害学級 

入間野小学校 × × 

南小学校 ● ○ 

近隣の小学校 

（ex.富士見小学校、山王小学校等） 
○ ○ 

施設名 対象校 所在地 

（仮称）入間野第一学童保育室 入間野小学校 北入曽９８０（学校敷地内） 

（ 〃 ）入間野第二学童保育室   〃   〃 

（ 〃 ）南第一学童保育室 南小学校 水野８１５－１（校舎内） 

（ 〃 ）南第二学童保育室   〃   〃 
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（５）統合までのスケジュール 

「資料７」のとおり 

 

６ 統廃合計画の推進組織 

児童の保護者や地域住民の代表者等で組織する「（仮称）狭山市入曽地区学校

統廃合推進協議会」を新たに設置し、市は当協議会と連携しながら、統廃合計

画の推進を図ることとする。 

また、当協議会では、入間小学校の廃校記念碑の設置及びシンボルであるケ

ヤキの木や百周年記念碑の取扱いなどについても協議する。 

 

７ 情報提供及び意見聴取 

入曽地区学校統廃合検討協議会では、小学校の統廃合について具体的に検討

を進めるなかで、統廃合に関する情報について、ホームページ上での掲載や  

保護者説明会を開催するなど、統廃合に対する理解の醸成と意見の把握を行っ

た。 

 

（１）保護者説明会 

 入曽地区小学校５校 

   平成１９年１０月 ３日（水） 入間小学校  

   平成１９年１０月２３日（火） 入間野小学校 

平成１９年１１月 ８日（木） 山王小学校 

平成１９年１１月１２日（月） 御狩場小学校 

平成１９年１２月１１日（火） 南小学校 

 通学区域の見直しに関する南入曽自治会保護者説明会 

   平成２０年 ３月 ４日（火） 南入曽自治会集会所 

 入間小学校 

   平成２０年 ６月１７日（火） 入間小学校（２回目） 

 入曽地区小学校３校 

   平成２１年 ３月１２日（木） 入間野小学校（２回目） 

    平成２１年 ３月１３日（金） 南小学校（２回目） 

    平成２１年 ３月１３日（金） 入間小学校（３回目） 

 入曽地区小学校３校及び公民館 

   平成２１年１１月 ４日（水） 南小学校（３回目） 

    平成２１年１１月 ６日（金） 入間野小学校（３回目） 

    平成２１年１１月１２日（木） 入間小学校（４回目） 

    平成２１年１１月１４日（土） 入曽公民館 
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（２）保護者アンケート 

 入曽地区小学校５校の保護者説明会出席者に対するアンケート 

平成１９年１０月～１２月 

 入間小学校の保護者に対するアンケート（ＰＴＡが実施） 

   平成１９年１０月～１１月  

 入間小学校の保護者に対するアンケート 

   平成２０年 ７月  

 入間小学校・入間野小学校・南小学校の保護者に対するアンケート 

     ※「校名の取扱いに関するアンケート」項目含む。 

   平成２１年 ３月 

  

（３）住民への周知 

 自治会回覧 

   平成２０年 ３月  

   平成２０年 ８月 

 ふれあい市民懇話会 

平成２０年 ６月２５日（水） 入間公民館 

   平成２０年 ７月１６日（水） 水野公民館 

 

（４）校名の取扱いに関する説明会及びアンケート 

 説明会及びアンケート 

   平成２０年１２月 ６日（土） 入間小学校歴代ＰＴＡ会長 

   平成２０年１２月１７日（水） 入間小学校ＰＴＡ運営委員 

   平成２１年 １月１６日（金） 南小学校ＰＴＡ運営委員 

   平成２１年 ２月 ４日（水） 入間野小学校ＰＴＡ運営委員 

 郵送によるアンケート 

   平成２１年 １月 入間地区自治会長 

   平成２１年 １月 入間地区まちづくり推進会議委員 

   平成２１年 １月 入間小学校おやじの会会員 

 

（５）統合先小学校の見学会 

 入間野小学校見学会（参加者合計２０人） 

 平成２１年 ３月 ４日（水） 

平成２１年 ３月１１日（水）  

 南小学校見学会（参加者合計１６人） 

   平成２１年 ３月 ５日（木） 

平成２１年 ３月 ９日（月） 

 

 


